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わ
た
し
た
ち
は
過
去
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が
史
料
で

す
。 史

料
と
は
、
歴
史
を
研
究
す
る
た
め
の
材
料
と
な
る
も
の
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
史
料
の
う
ち
、
当
事
者
が
そ
の
出
来
事
が
起
こ

っ
た
時
点
で
（
直
後
に
）
作
成
し
た
も
の
を
「
一
次
史
料
」、
そ
れ
以

外
の
も
の
を
「
二
次
史
料
」
と
い
い
ま
す
。 

 

研
究
は
で
き
る
だ
け
「
一
次
史
料
」
に
基
づ
い
て
お
こ
な
う
の
が
よ

い
と
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
出
来
事
に
関
す
る
記
述
は
、
別
の
人
に

伝
わ
る
（
伝
聞
）
途
中
で
、
ま
た
、
時
間
が
過
ぎ
る
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
伝
聞
の
問
題
に
つ
い
て
は

「
伝
言
ゲ
ー
ム
」
や
う
わ
さ
の
例
を
考
え
れ
ば
、
す
ぐ
理
解
で
き
ま
す
。 

時
間
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
人
の
記
憶
は
時
の
経
過
と
と
も
に

失
わ
れ
、
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
意
識
的
、
ま
た
は
無
意
識

的
に
ね
じ
曲
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。 

そ
の
出
来
事
の
も
た
ら
し
た
結
果
を
知
っ
て
し
ま
う
と
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
そ
の
出
来
事
に
対
す
る
評
価
も
影
響
を
受
け
ま
す
。
た
と
え
ば
、

決
し
て
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
に
、
あ
る
行
為
が
そ
の
後
悪
い

結
果
を
招
い
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
場
合
、
そ
の
行
為
は
始
め
か

ら
よ
く
な
い
こ
と
と
し
て
記
述
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

事
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
言
い
訳
や
責
任
逃
れ
、
自
己
正
当
化
を
意
図

し
た
記
述
に
な
っ
た
り
、
逆
に
反
省
や
後
悔
の
あ
ま
り
、「
あ
の
時
あ

あ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」
と
自
分
を
責
め
、
そ
の
時
は
不
可
能
だ
っ

た
こ
と
さ
え
も
「
で
き
た
は
ず
だ
」
と
す
る
記
述
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

と
は
い
え
、
一
次
史
料
が
完
全
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

次
史
料
に
書
か
れ
て
い
な
い
事
実
が
二
次
史
料
に
書
か
れ
て
い
た
り
、

二
次
史
料
を
読
む
こ
と
で
一
次
史
料
の
記
述
を
よ
り
よ
く
理
解
で
き

た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

一
次
史
料
、
二
次
史
料
に
か
ぎ
ら
ず
、
複
数
の
史
料
を
照
ら
し
合
わ

せ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。 
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史
料
か
ら
、
過
去
に
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
何
を
し
た
か
、
何

が
起
き
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
歴
史
に
学
べ
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
歴
史
か
ら
教
訓
を
引
き
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
災
害
に
関
す
る
史
料
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
原
因
で
、
ど
の

よ
う
な
被
害
が
発
生
し
た
か
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
た
か
、
そ

の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
を
知
れ
ば
、
現
代
、
そ
し
て
未
来
の
防

災
に
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

  

史
料
に
は
、
文
字
史
料
（
文
書
、
日
記
、
手
紙
、
出
版
物
な
ど
）、

画
像
・
映
像
史
料
（
図
面
、
写
真
、
絵
、
動
画
な
ど
）、
聞
き
取
り
（
オ

ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
）、
歴
史
的
構
造
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
的

構
造
物
に
つ
い
て
は
、
別
の
部
分
で
扱
う
の
で
、
以
下
で
は
そ
れ
以
外

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。 

 

 

文
書
は
、
誰
が
作
成
し
た
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。国
や
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
で
職
務
上
作
成
さ
れ
た「
公
文
書
」

と
、
私
人
が
作
成
し
た
「
私
文
書
」
で
す
。 

公
文
書
は
、
そ
れ
を
作
成
し
た
行
政
機
関
で
一
定
期
間
管
理
・
保
存

さ
れ
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、
公
文
書
館
等
へ
移
管
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
公
文
書
管
理
制
度
が
完
備
さ
れ
る
前
の
歴

史
資
料
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
ず
、
行
政
機
関
に
も
う

け
ら
れ
た
保
存
施
設
で
管
理
・
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

私
文
書
で
は
、
政
治
や
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
面
で
顕
著
な
業

績
を
残
し
た
人
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
に
関
わ
る
も
の
に
も
、
史

料
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
史
料
か
ら
何
を
読
み
取
る
か
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
す
。 

・
淀
川
近
代
改
修
の
曙
研
究
会
編
『
淀
川
オ
ラ
ン
ダ
技
師
文
書 

欧
文

関
連
編
』（
建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
淀
川
工
事
事
務
所
、
一
九
九

七
年
）。 

・
明
治
時
代
に
「
お
雇
い
外
国
」
人
と
し
て
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技

師
が
職
務
上
作
成
し
た
文
書
（
公
文
書
）
の
原
文
と
翻
訳
を
収
録
し

た
も
の
で
す
。 

・
一
九
九
八
年
度
土
木
学
会
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

・
原
資
料
は
、
淀
川
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
記
や
書
簡
は
、
そ
れ
を
書
い
た
人
物
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
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い
た
か
、
何
を
考
え
て
い
た
か
を
知
る
の
に
重
要
で
す
。
書
簡
、
つ
ま

り
手
紙
は
、
電
話
が
普
及
す
る
前
の
明
治
・
大
正
に
お
い
て
重
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
し
た
。 

・
宮
本
武
之
輔
日
記
刊
行
会
『
宮
本
武
之
輔
日
記
』
一
～
二
二
巻
（
電

気
通
信
協
会
、
一
九
七
一
年
）。 

・
宮
本
武
之
輔
（
一
八
九
二
～
一
九
四
一
年
）
は
、
内
務
省
の
技
術
官

僚
と
し
て
、
利
根
川
・
荒
川
・
信
濃
川
な
ど
の
工
事
に
関
わ
り
、
技

術
者
の
地
位
向
上
に
も
尽
力
し
た
人
物
で
す
。 

・『
同
日
記
』
は
、
原
資
料
を
複
写
し
た
も
の
で
、
内
容
の
み
な
ら
ず

手
書
き
の
文
字
か
ら
、
そ
の
人
と
な
り
も
感
じ
取
れ
ま
す
。 

・
原
資
料
は
、
信
濃
川
大
河
津
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。 

  

過
去
に
刊
行
さ
れ
た
新
聞
や
雑
誌
、
書
籍
な
ど
で
す
。
近
年
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
み
利
用
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
各
紙
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
明
治
時

代
の
創
刊
号
か
ら
検
索
・
閲
覧
が
可
能
で
す
。
大
学
図
書
館
や
公
共
図

書
館
な
ど
で
契
約
し
て
お
り
、
利
用
で
き
ま
す
。 

『
土
木
学
会
誌
』
も
、
土
木
学
会
附
属
土
木
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
一
九
一
五
年
二
月
に
発
行
さ
れ
た
創
刊
号
か
ら
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

 

画
像
や
映
像
も
重
要
な
史
料
で
す
。
古
く
か
ら
図
面
や
絵
画
は
存
在

し
ま
し
た
。 

近
代
に
な
る
と
、
写
真
が
発
明
さ
れ
、
日
本
に
は
幕
末
に
伝
来
し
ま

し
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
映
画
も
発
明
さ
れ
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の

動
き
を
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
も
入
っ
て
き
ま
す
。
や
が

て
、
土
木
を
テ
ー
マ
と
す
る
映
画
も
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

古
い
地
図
や
空
中
写
真
か
ら
は
、
過
去
の
地
形
を
知
る
こ
と
も
可
能

で
す
。 

 

・
土
木
学
会
誌
編
集
委
員
会
（
責
任
編
集
北
河
大
次
郎
）
編
『
技
術
者

た
ち
の
近
代
―
図
面
と
写
真
が
語
る
国
土
の
歴
史
―
』（
土
木
学
会
、

二
〇
〇
五
年
）。 

・
土
木
学
会
土
木
技
術
映
像
委
員
会
編
『
土
木
映
画
の
百
年
―
土
木
技

術
映
像
一
〇
〇
特
選
ガ
イ
ド
』（
言
視
社
、
二
〇
一
四
年
）。 
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当
事
者
が
存
命
の
場
合
、
彼
ら
か
ら
の
聞
き
取
り
も
可
能
で
す
。
聞

き
取
り
調
査
は
、
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
「
オ
ー
ラ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
し
て
体
系
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

土
木
史
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
活
用
が
試
み
ら
れ
、
二
〇
〇
二
～

二
〇
〇
五
年
度
に
伊
東
孝
氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
に

よ
り
、「
土
木
史
研
究
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
の
活
用

と
そ
の
意
義:

高
速
道
路
に
焦
点
を
あ
て
て
」
と
題
す
る
研
究
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
後
か
ら
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

前
述
し
た
よ
う
な
自
己
正
当
化
等
の
問
題
や
、「
話
し
言
葉
」
の
性
質

上
、
文
章
が
長
く
な
っ
た
り
、
文
脈
が
不
明
確
に
な
っ
た
り
と
い
う
問

題
が
あ
り
、
史
料
と
し
て
使
う
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
は
、
厳
密
な
実
証
よ
り
も
、
論
文
執
筆
の
過
程
で
著
者
が
イ

メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
の
に
役
立
つ
と
さ
れ
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
限
界
を
認
識
し
た
う
え
で
、
文
字
史
料
で
は

残
り
に
く
い
、
そ
の
時
代
に
は
当
然
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
ら
を
知

る
た
め
や
、
文
字
史
料
が
存
在
し
な
い
、
ま
た
は
乏
し
い
場
合
に
事
実

を
証
明
・
補
強
す
る
た
め
に
も
利
用
で
き
ま
す
。 

 

・
御
厨
貴
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
―
現
代
史
の
た
め
の
口
述
記
録

―
』（
中
央
公
論
新
社
〈
中
公
新
書
〉、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
一
一1

年
再
版
）。
御
厨
貴
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
第
一
人
者
で
す
。 

・
日
本
河
川
協
会
に
よ
る『
河
川
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
』シ
リ
ー
ズ
。 

 

】 

・
中
村
隆
英
・
伊
藤
隆
編
『
近
代
日
本
研
究
入
門
［
増
補
版
］』（
東
京

大
学
出
版
会
、
初
版
一
九
七
七
年
、
増
補
版
一
九
八
三
年
、
新
装
版

二
〇
一
二
年
）。 

・
伊
藤
隆
・
季
武
嘉
也
編
『
近
現
代
日
本
人
物
史
料
情
報
辞
典
』
一
～

四
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
～
二
〇
一
一
年
）。 

・
五
味
文
彦
・
杉
森
哲
也
編
著
『
日
本
史
史
料
論
』
（
放
送
大
学
教
育

振
興
会
、
二
〇
一
五
年
）。 
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